
2 0 2 6 年 8 月 2 4 日  

近江バラス株式会社  

 

【お知らせ】  

事業開始前の地下水調査結果への対応について  

 

近江バラス株式会社では、安定型最終処分場計画に係る環境影響評価手続の一環とし

て、計画地内で地下水等の環境調査を実施しております。  

このたび、一部の調査地点の地下水において環境基準を超過する項目が確認されまし

た。対象項目、地点、確認値等の概要は、別紙 のとおりです。  

当社は、調査結果を滋賀県へ報告し、今後の対応について確認・協議を行っておりま

す。今後は県の指導のもと、原因の確認や必要な調査・検討 を実施してまいります。  

なお、当社は計画地において、土地の改変や廃棄物・土砂等の持込みは一切行ってお

りません。計画地は、古くから利用されていた谷地の耕作地で、耕作放棄後は植林が行

われています。基準超過の原因は現時点では明らかではなく、自然の地質に由来する可

能性も含め、今後の確認が必要です。  

当社は、今後の調査結果や関係機関との協議を踏まえ、本事業に必要な対応を検討し

ます。関係法令に基づく手続きや土砂の管理・搬出についても、関係機関の指導に従い

適切に対応してまいります。  

これまで、 2 0 2 7 年夏頃を目途に次の準備書段階の説明会開催を想定している旨をご

説明しておりましたが、今回の調査結果への対応 及び検討の状況によっては、今後の手

続きや説明会の開催時期に影響が生じる可能性があります（現時点では、具体的なスケ

ジュールは未定です）。  

今後の進捗は、適宜地元の皆様へお知らせするとともに 、ホームページ等でお知らせ

いたします。関係する皆様にはご心配をおかけ するものと存じますが、ご理解のほどよ

ろしくお願い申し上げます。  

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】  

近江バラス株式会社  松下  

T E L： 0 7 4 8 - 6 6 - 0 1 8 2  

  



地下水調査結果の概要  

調査地点：甲賀市土山町南土山地先（次ページ図に示す計画地内下流側）  

採水時期： 2 0 2 6 年 1 月 9 日（金）、 2 0 2 6 年 4 月 1 7 日（金） ※ 1  

※ 1  基準値超過を受け★の項目の補足調査を 4 月に実施。  

調査項目：生活環境項目（ 1 6 項目） ※ 2  健康項目（ 2 9 項目） ※ 3  

水道水質基準項目（ 3 1 項目） ※ 4  有機フッ素化合物（ 2 項目） ※ 5  

※ 2  水素 イオン 濃度 、 生物化学 的酸 素要求 量 、化学的 酸素 要求量 、 浮遊物質 量 、

溶存酸素 量 、 大腸菌 数 、水温、 透視 度、全 亜 鉛 、ノニ ルフ ェノー ル 、直鎖ア ル

キルベン ゼン スルホ ン 酸及びそ の塩 、全窒 素 、全燐、 n - ヘキサ ン抽 出物質

（油分等 ） 、 電気伝 導 率、塩化 物イ オン  

※ 3 カドミウ ム、全 シ アン、鉛 、六 価クロ ム 、砒素 ★ 、総 水銀、 ア ルキル水 銀、

P C B 、ジクロロ メタ ン、 四塩化炭 素、 クロロ エ チレン（ 別名 塩化ビ ニ ルまたは

塩化ビニ ルモ ノマー ） 、 1 , 2 - ジクロロ エタン 、 1 , 1 - ジクロロ エチレ ン、

1 , 2 - ジクロロエ チレン 、 1 , 1 , 1 - トリクロロ エ タン、 1 , 1 , 2 - トリク ロ ロエタ

ン、トリ クロ ロエチ レ ン、テト ラク ロロエ チ レン、 1 , 3 - ジク ロロプ ロペン、

チウラム 、シ マジン 、 チオベン カル ブ、ベ ン ゼン、セ レン 、硝酸 性 窒素およ び

亜硝酸性 窒素 、ふっ 素 ★、ほう 素 ★ 、 1 , 4 - ジオキサン 、ダ イオキ シ ン類  

※ 4  一般 細菌、 塩素 酸 、クロロ 酢酸 、クロ ロ ホルム、 ジク ロロ酢 酸 、ジブロ モク

ロロメタ ン、 臭素酸 、 総トリハ ロメ タン、 ト リクロロ 酢酸 、ブロ モ ジクロロ メ

タン、ブ ロモ ホルム 、 ホルムア ルデ ヒド、 亜 鉛及びそ の化 合物、 ア ルミニウ ム

及びその 化合 物、鉄 及 びその化 合物 、銅及 び その化合 物、 ナトリ ウ ム及びそ の

化合物、 マン ガン及 び その化合 物、 塩化物 イ オン 、カ ルシ ウム・ マ グネシウ ム

等（硬度 ）、 蒸発残 留 物、陰イ オン 界面活 性 剤、ジェ オス ミン、 2 - メチルイ

ソボルネ オー ル、非 イ オン界面 活性 剤、フ ェ ノール類 、有 機物（ 全 有機炭素  

T O C ）、味、臭 気、 色度 、濁度  

※ 5  P F O S 、 P F O A  

結果概要：分析の結果、地下水の水質汚濁に係る環境基準が設定されている 以下の 3 項

目において環境基準値の超過を確認しました。  

項目  
測定値  

環境基準  
2 0 2 6 / 1 / 9  2 0 2 6 / 4 / 1 7  

砒素  0 . 0 3 2  m g / L  0 . 0 4 3  m g / L  0 . 0 1  m g / L 以下  

ふっ素  2 1      m g / L  2 2      m g / L  0 . 8   m g / L 以下  

ほう素  1 0      m g / L  9 . 1    m g / L  1     m g / L 以下  

別   紙  



 

計画地内下流井戸  

（今回環境基準超過が

確認された井戸）  

計画地内上流井戸  

※環境基準超過は確認

されていない。  

地下水調査位置図  



地下水調査結果に関する Q & A  

 

Q１  地下水の基準超過の原因は、近江バラスによるものですか。  

現時点では、基準超過の原因は確認されていません。当社は計画地において、これまで土地

の改変や廃棄物・土砂等の持込みは一切行っておりません。計画地は、古くから利用されて

いた谷地の耕作地であり、耕作放棄後は植林が行われている土地です。自然の地質に由来す

る可能性も含め、今後、関係機関の指導のもと原因の確認 等のための調査を実施する予定で

す。  

 

Q２  健康や生活環境への影響はありますか。  

現時点で、健康や生活環境への影響の有無を当社として断定することはできません。調査結

果は滋賀県等の関係機関へ報告しており、今後、必要な調査や対応について関係機関の指導

を受けながら検討してまいります。  

 

Q３  今後、誰が調査や対策を行うのですか。  

今後の調査や対策の進め方については、滋賀県をはじめとする関係機関と確認・協議を行っ

ていきます。当社としては、関係機関の指導のもと、必要に応じて対策を実施してまいりま

す。  

 

Q４  最終処分場計画はこのまま進めるのですか。  

当社は、今後の調査結果や関係機関との協議内容を踏まえ、本事業 実施に向けて必要となる

対応を検討してまいります。現時点では、今回の調査結果を踏まえた対応及び検討を 最優先

に実施してまいります。  

 

Q５  事業スケジュールへの影響はありますか。  

これまでの説明会では、 2 0 2 7 年夏頃を目途に次の準備書段階の説明会開催を想定している旨

をご説明しておりました。しかし、今回の調査結果を踏まえた対応及び検討の状況によって

は、今後の手続きや説明会の開催時期に影響が生じる可能性があります（現時点では、具体

的なスケジュールは未定です）。  

 

Q６  今後の情報提供はどのように行われますか。  

今後の進捗状況については、適宜地元の皆様へお知らせするとともに、必要に応じてホーム

ページ等を通じてお知らせいたします。  
 


